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研究成果の概要（和文）：

プラットフォームビジネス・サービスについて、理論追求と事例研究の双方について成
果を発表した。前者については、メディア機能型 PFB と基盤機能型 PFB の概念的区分
とその融合に関する研究を行った。同時に、上記の理論的研究に基づきながら、事例研究
も進めた。具体的には、電子マネー、ソフトウェアビジネス、ゲームビジネス、ネットプ
ロモーションについて、事例研究を発表した。同時に、研究の背景となる情報システムと
競争優位に関する研究も進めた。

研究成果の概要（英文）：
About platform business (PFB) or service (PFS), we have publshed theoretical papers
and case studies. About the former, research on the conceptual classification and its
fusion of media-type PFB and infrastructure-type PFB was done.
About the latter, based on the above-mentioned theoretical research, case studises of
electronic money, software business, game business, and a net promotion were also
undertaken. Simultaneously, research on the information system and competitive
advantage was also advanced as the background of research.
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１．研究開始当初の背景
当時（2008 年）、ゲームビジネスの発展や

SNS などの新たなネットビジネスの発達と
ともに、これらのビジネス特有の経営メカニ
ズムに関する研究が求められていた。これら
のビジネスは、「他プレーヤー（企業・消費

者等）が提供する製品・サービス・情報と一
緒になって、初めて価値を持つ製品・サービ
ス」という意味でプラットフォーム（PF）ビ
ジネスであり、PF 製品・サービスと他プレ
ーヤーの製品・サービスは全体としてエコシ
ステム（生態系）をつくることになる。
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２．研究の目的
そこで、以下を目的とする研究を行うこと

にした。(1)デジタル技術の発展に伴うプラッ
トフォーム概念の再整理、(2)事業エコシステ
ム発展のためのプラットフォーム事業者の
視点に立った補完業者や最終ユーザーの間
接的コントロールの方法、(3)プラットフォー
ム成長の限界と再構築の理論、(4)事業エコシ
ステム発展と収益拡大の両立可能条件、⑤補
完業者や最終ユーザーに立場に立ったプラ
ットフォーム事業者への対応原則。

これらは、全体として、プラットフォーム
ビジネス(ＰＦＢ)の概念を再検討した上で、
デジタル技術の発展を背景にした、その発展
と可能性について明らかにすることを目的
にしている。具体的には、ＰＦＢ企業が補完
製品・サービス企業および最終消費者にどう
働きかければよいか（プラットフォーム戦略
論）を軸にしたプラットフォームビジネスの
今日的課題についての「解」を示すことを目
指すものであった。

３．研究の方法
研究は理論研究と事例研究を並行的に進

めることにした。後者は、日本企業だけでな
く中国及びアメリカ企業も対象にし、積極的
にインタビュー取材を行うことにした。

４．研究成果
プラットフォームビジネス（PFB）・サービ

スについて、理論追求と事例研究の双方につ
いて多くの成果を発表した。
前者については、メディア機能型 PFB と基

盤機能型 PFB の概念的区分とその融合につ
いて研究が大きな成果である。
上記の理論的研究の成果として、プラット

フォームビジネスの定義の確立を図ってお
り、現時点での定義は、「各種の補完製品・
サービスや補完コンテンツとあわさって顧
客の求める機能を実現する基盤になり、かつ
プレイヤーグループ間の意識的相互作用の
場となる製品やサービス」というものである。
また、理論研究においては、「創発」に着目
した PF 理論の探求も進めている。この成果
は、分担研究者である國領によって「創発の
プラットフォーム」として理論化が進んだ。
同時に、上記の理論的研究に基づきながら、

事例研究も行った。具体的には、電子マネー、
ソフトウェアビジネス、ゲームビジネス、ネ
ットプロモーションについて、すでに研究成
果を発表した。電子マネーについては WAON、
ソフトウェアビジネスについては JAVA とデ
ータベースソフト、ゲームビジネスについて
はポケモンとカードゲーム、ネットプロモー
ションについては化粧品の顧客との SNS を
使ったコミュニケーションに関する事例研

究を発表した。
なお、プラットフォームビジネスに関連す

る視点から、資源ベース戦略論と、同理論を
発展させる視点からの CIO の役割や、情報シ
ステムと競争優位に関する研究成果も発表
した。ここでの成果は、移動障壁と独自障壁
の概念的区別を確立したこと、情報システム
構築論と経営戦略の基本的思考法の違いを
明らかにしたこと、情報システムを「仕組」
の一部として捉えて競争優位との関係を論
じたことである。ここで、仕組とは、「資源
と活動からなる、ビジネスシステムの部分シ
ステム」である。
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